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ご注意

日本株式プラス型（ＣＳ）特別勘定 運用状況（2009年12月末現在）

主に国内企業の株式を主要投資対象とする
投資信託に投資することにより、積極的に高
い投資成果を目指します。

運用にあたっては、運用スタイルの分散や運

用会社の固有リスクの分散を図るため、基本

的に当社が選定した複数の投資信託を組み

合わせた運用を行います。なお、運用成果の

向上を図るため、各特別勘定で投資する投資

信託については、継続的にモニタリングを行

い、適宜見直しを行っていきます。

運用方針

ユニット・プライスの推移（運用開始日：2005年5月1日）

資産内訳

ユニット・プライス騰落状況

（注）ユニット・プライスとは、特別勘定の運用実績を把握するための参考値で、特別勘定の運用を開始した時点を「100」として数値化したものです。

運用状況

2009年12月の国内株式市場はTOPIX（配当込
み）で前月比8.02％上昇しました。 日 銀 は 追 加
の金融緩和策を決定、さらに政府が7.2兆円規
模の緊急経済対策を閣議決定しました。一方、
鉱工業生産指数が前月比で9ヶ月連続上昇する
など、実態経済が底堅さを増していることや、円
安が進行したことから、日経平均は月間で1,200
円高の10,546円となりました。このような市場環
境の中、当特別勘定は7.89%上昇しました。

現在、「フィデリティ・日本成長株・ファンドVA3」
および「ＳＧターゲット・ジャパン・ファンド」に投資
しています。

12月は資金流入に合わせて「フィデリティ・日本
成長株・ファンドVA3」および 「SGターゲット・
ジャパン・ファンド」の購入を行いました。

1月についても、これらのファンドへの投資を継
続する方針ですが、ファンドへの投資配分・入れ
替えについては適宜検討します。

ポートフォリオの状況

［組入れ投資信託（投資比率）］

フィデリティ・日本成長株・ファンドVA3 (73.4%） ：ｐ11下段

ＳＧターゲット・ジャパン・ファンド（25.6%） ：ｐ12上段

（注）「ｐ11下段」等と記載してあるのは、各投資信託の運用状況を記載しているページです。ご参照ください。

（2009年12月末）
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